（　参　考　例　）
環　境　保　全　対　策　書

工場の操業にあたっては、騒音･振動･ばい煙等の公害防止施設を整備して公害を発生させないよう公害関係法令、愛知県条例及び安城市環境保全指導基準の規定を守るとともに次の事項を忠実に履行するものとする｡

１　工場等の概要

（１）会社名

（２）所在地

（３）用途区域
２　水質汚濁防止対策

工場排水についは､次に定める基準に適合させるとともに、甲が必要と認
めた項目について、〇１回以上調査し､翌月の〇日までにその結果を報告す
るものとする｡

排水基準
	項　　　　目
	法　基　準
	協　定　基　準

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（　）内は日間平均値

３　下水排除水質汚濁防止対策

	項　　　　目
	法　基　準
	協　定　基　準

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（　）内は、日間平均値

４　大気汚染防止対策

（１）冬期に使用する暖房用燃料及びその他の用途に使用する燃料は、灯油等
良質のものを選定し環境保全の向上に努めるものとする｡

（２）大気中に排出されるいおう酸化物の量を低減させるため、使用燃料のい
おう含有率の許容限度を　　％以下にするとともにＫ値を　　以下とし、煙突の高さを　　ｍ以下とする。ただし、排煙脱硫装置を設置する場合は､別途協議し決定するものとする｡

（３）ばいじん量については､　　ｇ／Ｎ　　以下とし、毎年２回以上測定し
報告するものとする｡

（４）乙は毎月使用燃料の種類別使用量、稼働日数及び含有成分量等を調査し翌月の１０日までに甲に報告するものとする｡

５　騒音･振動防止対策

　　騒音・振動の防止については､次に定める基準に適合させるとともに、さら
に騒音･振動を低減させるための努力をするものとする。

基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｄＢ）

	　　時間の区分
項目
	昼間
	朝夕
	夜間

	
	ＡＭ８時～

ＰＭ７時
	ＡＭ６時～ＡＭ８時

ＰＭ７時～ＰＭ10時
	ＰＭ10時～

翌日ＡＭ６時

	騒　音
	（法）
	（法）
	（法）


（ｄＢ）

	　　時間の区分
項目
	昼間
	夜間

	
	ＡＭ７時～
ＰＭ８時
	ＰＭ８時～
翌日ＡＭ７時

	振　動
	（法）
	（法）


（　）内は、法に基づく規制基準

６　悪臭防止対策

　　悪臭を低減させるための努力をするとともに地域住民に対し､不快感を与
えないものとする｡

７　土壌汚染防止対策
　　有害物質を含んだ排水を土壌に漏えいさせない様に日ごろから機器等の点検を行うものとする。

８　地盤沈下防止対策

　　地盤沈下を防止するため、地下水の汲み上げをできるだけ抑制し、工業用水の供給が可能となった場合には、積極的にこれに切替え、地下水の使用量削減に努めるものとする｡

９　緑化
　　工場及びその周辺の環境保全の向上を図るため緑化に努めるものとし、緑化率　　％を確保するものとする｡

附　則

　規制基準に法律及び条例上の改正があった場合で対策書の規制基準より強化された項目については､適用の日から新基準によみかえるものとする｡

